
大和郡山市 平成30年度 決算報告

市の＂財政状況＂を お知らせします。
問合せ＝財政課 （内線 261･262）

平成30年度の一般会計決算は、集中改革プラン「リ
メイク大和郡山プロジェクト」などの行財政改革に継
続して取り組んできた結果、1億 1,227 万 2 千円の
黒字決算となりました。また、国の決算基準である普
通会計（本市では、一般会計に「公園墓地事業特別会
計」と「公共用地先行取得事業特別会計」をあわせたも
の）も、1億 6,147 万 8 千円の 8年連続の黒字決算
となっております。
また、財政状況を表す指標である財政健全化判断比

率については、市の借入金の返済額の大きさを表す実
質公債費比率は前年度比 0.1％減の 12.6％と横ばい

で推移し、将来負担比率は前年度と比べ 17.4％減の
31.9％と改善しております。
今後も、積極的に行財政改革に取り組み、将来にわ

たってよりよい市民サービスを提供できる財政基盤づ
くりに努めてまいります。

【平成30年度 財政健全化に向けた主な取り組み】
1．職員給与の削減
2．インターネットによる不要財産処分
3．委託業務等の契約の見直し

財産の種類 平成30年度末現在高
土 地 1,275,843㎡
建 物 312,312㎡
基金（15種類合計） 64億9,529万1千円

◆おもな基金の種類･現在高
・財政調整基金：24億1,512万9千円
・庁舎建設基金：14億9,876万6千円
・国民健康保険財政調整基金：6億90万4千円
・減債基金：5億4,311万9千円

財産の状況特別会計の状況
特別会計名 収入額 支出額

国 民 健 康 保 険 96億3,738万6千円 92億9,887万円
後 期 高 齢 者 医 療 12億7,400万円 12億7,184万9千円
介 護 保 険 76億7,818万6千円 75億5,029万7千円
介 護 サ ー ビ ス 3,863万円 2,086万2千円
公 園 墓 地 5,737万3千円 816万7千円
公共用地先行取得 2億2,813万1千円 2億2,810万円
合 計 189億1,370万6千円 183億7,814万5千円

歳 入
（収入）

294億6,672万5千円

歳 出
（支出）

289億9,110万2千円

※�一般会計：福祉･教育･環境など、市民のみなさんの日常生活に関わる仕事をする会計のこと
　特別会計：特別の仕事をする場合に、一般会計とは別に経理をする会計のこと一般会計 歳入･歳出の状況

歳入 歳出294億6,672万円5千円 289 億 9,110万2千円
（前年度比 29億4,310万5千円減）

市債収入
18億3,312万8千円

国・県からの収入
132億8,758万7千円

その他の収入
12億9,803万1千円

議会費 
� 3億810万8千円

労働費 
2,348万円

災害復旧費 
5,514万4千円

衛生費
21億5,582万6千円
（�ゴミ焼却やし尿処理、

各種予防接種事業など）

総務費
31億3,834万9千円
（ �自治振興や市民

活動の推進など）

公債費
43億9,460万4千円
　　（�市債の返済など）

教育費
22億2,031万7千円
（�幼・小・中学校教育や

生涯教育の振興など）
消防費
9億425万8千円
（�消防・防災活動の費用）

農林水産業費
4億3,578万8千円
（�農林水産業振興や

農業委員会業務など）

土木費
22億5,282万4千円
（�道路や河川の整備など）

商工費
2億1,370万円
（�商工業・観光の振興など）

市税
� 121億9,849万1千円
分担金・負担金
� 2億3,116万8千円
使用料・手数料
� 5億8,208万2千円
寄附金� 3,623万8千円

（前年度比 29億7,118万4千円減）

平成30年度一般会計の翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた「実質収支」は、
1億1,227万2千円の黒字となりました。

市民のみなさんからの収入

民生費
128億8,870万4千円
（�子ども医療助成など

福祉関係の費用 ）
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